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　心電図検査は、心臓の異常の有無を知るためにまず行われる簡便かつ非侵襲的な検査である。私自身も日常診療

や健康診断で心電図検査を行うことがあるが、たいていは自動解析の診断結果を参考にすることが多く、また指摘され

た異常所見に対して、精密検査をすべきか経過観察で良いかを悩むことが日頃少なくない。このような状況のため、改

めて心電図について学び直す必要があると感じていたところ、今回モダンメディアの編集事務局から本書の書評の依

頼があり、ちょうどよい機会と思い手を挙げさせていただいた。振り返れば心電図についてまとまった一冊を読むのは十

年以上ぶりである。手に取ってみると、本書は心電図の専門書というよりはどちらかというと解説本であり非常に読みや

すく、序文にも書かれているように初学者の医師や看護師、臨床検査技師向けという印象を受ける。心臓の解剖や電気

生理についての基本事項が書かれた第１章と、心電図の異常所見についての各論が書かれた第２章から構成されて

いるが、一通り目を通すのにそれほど多くの時間を要しない程度の分量である。また随所に心臓の模式図や心電図の

実例が載っていることで視覚的に理解しやすいのもありがたい。さらに各異常所見に対する対応について、ガイドライン

や人間ドック学会の判定区分についての記載が加えられており、タイトル通り「健診心電図判定」がわかる本である。個

人的には、比較的よく遭遇するものの判断に迷うことが多いST異常やT波異常が大変勉強になった。

　巻頭の執筆協力者序文にもあるように、本書の著者である黒田直人先生は、長年病理専門医、特に腎細胞がんの

専門家として活躍されてこられた後に内科医に転身され、健康診断に関わるようになり自らこの本の著書に至ったとい

うことだが、このような経歴の先生が、心電図についてこれほどわかりやすい本を書かれていることに、驚きの念を隠せ

ない。

　繰り返しになるが、本書は心電図の基礎を知るために非常に分かりやすく書かれた本であり、初めて心電図検査に関

わる予定の医療従事者（医師含む）や、私のように久しぶりに心電図を勉強しようとする者にとって、最初に手にすべき

お勧めの一冊だと思う。
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　本書は、病理専門医としてのご経歴をもつ著者が、現在は内科医として健診業務に携わる中で得られた経験をもと

に、専門外の読者にも心電図を読み解けるよう丁寧にまとめられた一冊です。循環器内科の専門医による協力のもと、

実用性と読みやすさを兼ね備えた内容となっています。著者が非専門医であった頃を通して感じられた疑問を拾い上

げながら構成されていると推察します。

　B5判150ページ弱で、紙面は優しいブルーと白黒を基調に落ち着いた印象を与えます。コンパクトながら情報は非常

に充実しており、心電図波形だけでなく、虚血性心疾患については病態のイメージを模式図で明快に説明することで、

視覚的にも理解を助ける工夫がみられます。各ページで使用されている心臓の模式図は統一されており、視認性と学

習効率の高さが際立っています。

　特徴の一つとして、各所見について「人間ドック学会判定区分」「ガイドライン判定区分」「北島・関口の判定区分」が

併記されている点が挙げられます。たとえば洞性徐脈や頻脈においても、「著しい」という語句の有無によって判定が異

なることが視覚的に整理されており、健診現場で判断に迷う場面でも大いに参考になります。

　さらに、左右電極のつけ間違えによる波形の変化や、パーキンソン病の振戦によって生じる基線の揺れ（アーチファク

ト）など、日常診療で実際に起こりうる注意点も図解を交えて丁寧に解説されており、臨床の現実に即した実用性の高さ

を感じます。

　私は小児感染症を専門としており、心雑音の診察には日常的に携わっていますが、成人の心電図に関わる機会はほ

とんどありません。特に、虚血性心疾患に対応することもほとんどありませんので、大変勉強になりました。心拍数が86～

99程度の「心拍過多」がリスクになり得る点や、イプシロン波と呼ばれる特異な波形についてなど、これまで接することの

なかった（あるいはかつて学んだけれど完全に忘れてしまっている）知見が、明快かつ平易に記されており、大変参考に

なりました。なお、余談ですが、小児科医としては、新生児・小児では年齢や性別（男児と女児）とで正常所見が異なる場

合がある点については、みなさまに知っておいてほしいと思います。

　健診や心電図判読に携わるすべての医療者にとって、ぜひ一読をおすすめしたい一冊です。
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